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 西館２号館建設募金 目標まであと少し 

 

平素は大変お世話になっております。特に今は、「こ

のまちと暮らしたい西館２号館」建設募金に対して、

多大なるご支援を賜り心より厚く御礼申し上げます。 

 

社会館後援会は、社会館を後方支援しつつ、自主組

織として自ら楽しく有意義な活動を展開して会員相

互の交流と親睦を深めることをねらいに、社会館設立

50 周年時に設立され、今年で８年目を迎えました。設

立以来、社会館が行う施設建設に必要な自己資金獲得

のため、募金委員会を組織化して、募金活動を展開し

ております。 

いよいよ、西館２号館の建設工事がこの夏から始ま

る予定です。国から「補助整備金を出します」という

正式な文書「内示」が３月に送られてきました。７月

に施工業者を決定する入札、そして起工式を経て、８

月に工事着工の見通しです。 

―――――――――――――――――――――― 

この西館２号館建設に必要な自己資金のうち、募金

により 3000 万円を目標に募金活動を展開、多くの方

にご協力頂いておりますが、６月 10 日現在で、2250

万円をつみあげることができました。来年の最終の支

払い時である３月末までに、残り 750万円ほどと、達

成できそうな見通しが立ち、ホッとしております。何

としても残り期間で、目標達成せねばと思っておりま

す。今一度のご協力を宜しくお願い申し上げます。 

西館２号館は、どんなに障がいが重い人でも、地域

で普通に暮らすための拠点施設です。この施設建設に

より、益々この地域に共生の思想が根付き、拡がり、

誰もが温かく包まれ、よき交わりに身を委ね、自己実

現されるような福祉社会の発展へとつながることが

期待されます。 

 

後援会は、上記のような募金活動の他、会員の希望

に沿った、様々な楽しくて有意義なプログラムを実施

したいと考えております。何とぞ、引き続き ご理解、

ご支援賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

      会長  岡村 恒義 

――――――――――――――――――――――― 

 古今亭菊千代師匠 

は、平和憲法９条を 

こよなく愛し、９の 

紋の羽織、着物を着 

てメッセージを発信、 

平成 27年旗揚げの 

「芸人 9条の会」呼 

びかけ人。 

｢落語界楽屋話･男 

女共同参画･人権･平 

和･矯正･手話活動｣な 

どをテーマに各地を奔走中。被災地への支援寄席も 

積極的に開催 
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■ と き；2018年７月 28日(土)午後２時 30分～ 

■ ところ；名古屋キリスト教社会館３階ホール 

      (名古屋市南区三吉町 6-17) 

   名鉄空港・常滑線「柴田」駅下車 13 分 

■ 参加費 後援会以外の方  1,000円 

    (その場で後援会員になって頂くと無料) 

■ スケジュール； 

一部；お楽しみ企画 ２時 30分～３時 45分 

古今亭菊千代師匠による落語 

 ふれあいタイム３時 45分～４時 20分 

二部；総 会  ４時 20分～４時 50分 

 

 今回、縁あって古今亭菊千代師匠が社会館に来て 

下さり、ご公演頂くことになりました。是非、たく 

さんのご参加をお待ちしています。 

 

２０１８年６月１０日現在 

後援会会員数５８５名 

（当面の目標 700名まで 115名） 
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後援会に、東部支部が立ち上がりました。  

  

昨年 11月 18日(土)、東部地域療育センターぽけっと(以下、単にぽけ 

っとという)において、後援会の東部支部の設立総会が開催され、東部支 

部が正式に発足、動き出しております。 

名古屋市は、市職員並みの人件費を社会福祉法人の施設で働く職員も、 

公立の施設と同じ業務にあたっているのだから、市職員と同等の給与を 

保障しようという市単費の補助金=(運営費補助金といいます)を、1974 

年から該当する各事業所に給付しています。３年前より、市は財政難を 

理由として、出席率に応じて、補助する金額を減らすという施策などを 

一方的に打ち出してきました。ぽけっとに通う保護者らは、「このままでは通園施設の経営は立ちいかなくなる。」

との危機感を覚え、「自分たちで何ができるかはまだわからないけど、何とかこの問題を解決するために でき

ることをやろう。」という意見でまとまりました。その流れで、後援会の東部支部を立ち上げようということに

なりました。支部長は、小林 直樹(右上写真)という ぽけっとに通う保護者の方です。東部支部は、ぽけっと

と、発達センターちよだに通う子どもの保護者らで組織されています。 

 今年、４月７日には、「お花見 BBQ＆ウィーラースクール」という催しも開催し、二つの通園施設に通う子ど

もとご家族、職員、地域の親子 150 名ほどの方が参加、親ぼくと交流を深めました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

    

       

 

 

 

                          

 ―――――編 集 後 記――――――― 

 社会館の隣の元幼稚園が大相撲夏場所の仮宿舎に

なるようで、工事が着々と進められています。年一度

の名古屋場所ですね。サッカーワールドカップ、プロ

野球共々、スポーツ好きには堪らない季節となりま

す。でも、猛暑で 熱中症が後を絶たないということ

だけは避けたいですね。皆さんも十分に気を付けまし

ょう。後援会の活動は、会員であるあなたのもの。率

直なご希望、ご意見を是非ともお寄せ下さい。（O.T） 

後 援 会 入 会 の お 誘 い 

 あなたも名古屋キリスト教社会館の後援会の会 

員となり、平和と福祉の向上に寄与しようとする 

名古屋キリスト教社会館を支援するとともに、有 

意義な社会活動に参画しませんか。 

年会費１，０００円の会費納入だけで入会ＯＫ 

 ■振 込 先  郵便振替 0840-3-1576 

■名 義 人  名古屋キリスト教社会館 

    

 

会 費 納 入 の お願 い 

後援会は、会費で賄われています。今回、郵便振替用紙を

同封しました。７月末までの納入に、ご協力下さい。 

総会時(7.28)に現金での納入も OK です。 

  

    後援会のとりくみ(予定) 

今年の秋も、タテタカココンサート、 

バスハイクなどを実施する予定です。 

また、詳細が決まりましたら、ご案内し 

ます。 


